
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 修 旅 行 
 

 

令和３年１０月１０日（日） 

國學院大學 若木育成会 東京都第三支部 

 

集 合： ９時００分 寒川神社 手水舎付近  

正式参拝、神嶽山神苑散策、資料館見学 

解 散： 現地にて １１時００分 解散予定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝承によると、武田信玄は永禄十二年(一五六九)十月の小田原城攻

めの際、寒川神社へ立ち寄り、兜を奉納し、信玄芝原で兵を休めた、 

という逸話が残っています。

その際に奉納された兜は寒川

神社に現存しており、神奈川

県の重要美術品として指定さ

れています。 

 

 

 

 

寒川神社御本殿の奥

に位置する「神嶽山」が

神苑として整備され、

2009年(平成 21年)8月

より開苑。御祈祷を受

けた人のみ入苑可能

で、「難波の小池」を中

心に池泉回遊式の日本

庭園が広がり、茶屋や

資料館なども併設して

いる。四季の移ろいが

感じられるなごやかな

空間です。 

 

 

 

 

 

【寒川神社（さむかわじんじゃ）】 

神奈川県高座郡寒川町宮山に鎮座する神社。 

相模國一之宮。延喜式内社（名神大社）。旧国幣中社。 

寒川神社は 1,600 年以上の歴史があり、源頼朝や小田原北条氏、武田

信玄や徳川家など名だたる武将も崇敬していた神社です。 

御祭神は、寒川比古命（さむかわひこのみこと）と寒川比女命（さむ

かわひめのみこと）の 2 柱。全国唯一の八方除の守護神として信仰され

ていて、寒川大明神とも呼ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境内には、八方除にちなんだ

渾天儀（天体の位置や星などを

測定する器具）のブロンズ像が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神嶽山神苑 

 


